
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
島
修
道
大
学 

人
文
学
部 

社
会
学
科 

二
〇
二
六
年
度
入
学
試
験
に
向
け
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

「
学
校
推
薦
型
選
抜
（
公
募
・
専
願
）
」
の
「
語
彙
力
」
試
験
な
ど
に
つ
い
て 

―
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《 

社
会
学
科
か
ら 
受
験
生
の
皆
さ
ん
へ
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
―

「
語
彙
力
」
の
重
要
性 

―
 

》 

 
 

 

 
 

「
社
会
学
」
を
学
ぶ
際
に
は
、
様
々
な
社
会
的
事
象
・
出
来
事
を
と
ら
え
、
さ
ら
に
人
々
の
意
識
・
感
情
・ 

 
 

価
値
観
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
他
の
人
々
が
分
か
る
よ
う
に
「
言
語
化
」
し
て
説
明
す
る
作
業
が
必
要 

 
 

と
な
り
ま
す
。
ま
だ
明
確
に
「
言
語
化
」
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
一
つ
一
つ
「
言
語
化
」
し
て
い
く
と 

 
 

い
う
地
道
な
作
業
に
は
、
日
本
語
の
運
用
能
力
、
と
り
わ
け
て
も
「
語
彙
力
」
が
必
要
で
す
。 

 
 

「
社
会
学
」
の
研
究
対
象
に
は
、
社
会
問
題
・
事
件
か
ら
文
化
・
流
行
・
表
象
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
多
様 

 
 

な
領
域
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
学
科
を
志
望
す
る
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
社
会
の 

 
 

諸
領
域
に
ま
た
が
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
な
語
群
（
語
彙
）
を
、
自
分
の
頭
の
中
に
蓄
え
て
来
て
欲
し
い 

 
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
社
会
学
」
の
み
な
ら
ず
、
大
学
入
学
後
に
文
化
系
の
専
門
的
学
問
分
野 

 
 

を
学
ぶ
際
に
、
皆
さ
ん
の
強
力
な
武
器
と
な
り
ま
す
。 

 
 

「
語
彙
力
」
を
培
う
た
め
に
は
、
高
校
の
教
科
書
や
受
験
参
考
書
な
ど
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
小
説
や 

 
 

評
論
や
ニ
ュ
ー
ス
（
新
聞
・
雑
誌
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
）
か
ら
、
音
楽
や
映
画
・
演
劇
の
批
評
な
ど 

 
 

ま
で
、
幅
広
く
読
む
こ
と
で
す
。 

 
 

 

そ
し
て
、
読
み
・
意
味
の
分
か
ら
な
い
言
葉
に
出
会
っ
た
ら
、
こ
ま
め
に
辞
書
を
引
い
て
、
一
語
一
語 

 

 
 

を
し
っ
か
り
と
消
化
し
、
自
分
で
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
言
葉
（
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
）
を
増
や
し
て 

い
っ
て
下
さ
い
。 

 

日
本
語
の
「
語
彙
力
」
は
、
「
社
会
学
」
を
学
ぶ
基
盤
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
英
語
な
ど
外
国
語
を
身 

に
つ
け
る
た
め
に
も
、
ま
た
他
者
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
た
め

に
も
役
立
ち
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
新
し
く
経
験
し
て
い
く
こ
と
を
自
分
自
身
の
糧
と
し
て
、
自
ら
を
高
め
て
い
く

の
に
必
要
な
、
一
つ
の
重
要
な
足
掛
か
り
と
な
る
も
の
が
、
「
語
彙
力
」
な
の
で
す
。 

 
 

 
 

  

《 

「
学
校
推
薦
型
選
抜
（
公
募
・
専
願
）
」
の
「
語
彙
力
」
試
験 

 

出
題
形
式 

》 

 

（
注
意
）
「
語
彙
力
」
試
験
で
は
、
次
の
（
１
）
～
（
３
）
の
よ
う
な
、
三
種
類
の
パ
タ
ー
ン
の
問
題
が
出
題

さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

（
尚
、
こ
こ
に
示
し
て
あ
る
〈
例
題
〉
は
、
あ
く
ま
で
も
出
題
形
式
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の 

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
〈
例
題
〉
が
実
際
に
「
語
彙
力
」
試
験
に
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

 

（
１
）
常
用
漢
字
の
「
書
き
」
の
問
題 

  
 

 

〈
例
題
〉 

次
の
【 

】
内
の
平
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
び
ん
】
入
り
飲
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

答
＝ 

瓶 



（
２
）
論
文
な
ど
の
公
的
な
文
章
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
「
読
み
」
の
問
題 

 
 

 

（
常
用
漢
字
で
は
な
い
漢
字
も
出
題
） 

  
 

 

〈
例
題
〉 

次
の
【 

】
内
の
漢
字
を
平
仮
名
に
直
し
な
さ
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
忌
憚
】
の
無
い
意
見 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

答
＝ 

き
た
ん
（
憚
は
常
用
漢
字
外
） 

 

（
３
）
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
成
句
を
完
成
さ
せ
る
問
題 

 
 

 

（
常
用
漢
字
の
み
を
出
題
） 

 
 

 

 
 

 

〈
例
題
〉 

次
の
【 

】
に
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
書
き
な
さ
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
し
の
【 

】
か
ら
天
井
を
の
ぞ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

答
＝ 

髄 

  

《 

筆
記
試
験
に
お
い
て
漢
字
を
正
確
に
書
く
た
め
の
留
意
点 

》 

 

（
注
意
）
芸
術
的
に
美
し
く
書
こ
う
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

あ
く
ま
で
も
「
正
確
に
」
書
く
事
を
心
が
け
て
下
さ
い
。 

筆
記
用
具
は
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
（
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
芯
）
を
用
い
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
に
挙
げ
る
（
１
）
～
（
５
）
の
留
意
点
は
、
「
語
彙
力
」
試
験
だ
け
で
な
く
、
社
会
学
科
の 

 
 

 
 

筆
記
試
験
全
般
に
共
通
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 

（
１
）
字
形
を
崩
さ
ず
に
、
「
楷
書
」
で
書
く
事
。 

 
  

 

〈
例
〉 

「
口
」
と
い
う
漢
字
を
、
崩
し
て
「
〇
」
と
書
か
な
い
事
。 

 

（
２
）
「
画
数
」
（
漢
字
を
構
成
す
る
線
の
数
）
を
増
減
さ
せ
な
い
事
。 

線
の
一
本
一
本
を
ク
リ
ア
ー
に
書
く
事
。 

 
 

 

線
が
何
本
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
書
き
方
は
✕
。 

 

（
３
）
「
曲
げ
」
を
は
っ
き
り
書
く
事
。 

 
 

 

線
を
曲
げ
る
べ
き
箇
所
で
、
し
っ
か
り
曲
げ
て
書
く
事
。 

  
 

 

〈
例
〉 

「
貝
」
の
「
見
」
を
書
き
分
け
る
事
。 

 

（
４
）
線
の
長
短
に
気
を
付
け
て
書
く
事
。 

線
の
長
さ
を
間
違
え
る
と
、
別
字
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。 

  
 

 

〈
例
〉 

「
未
」
と
「
末
」
を
書
き
分
け
る
事
。 

 

（
５
）
「
し
ん
に
ょ
う
」
・
「
お
お
ざ
と
」
の
形
に
注
意
す
る
事
。 

 
 

 

「
明
朝
体
」
で
は
な
く
、「
教
科
書
体
」（
教
科
書
の
フ
ォ
ン
ト
）
の
「
し
ん
に
ょ
う
」
・
「
お
お
ざ
と
」

の
形
を
覚
え
る
事
。 
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